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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

近の業績動向を踏まえ､平成 27年５月７日に公表しました平成 28年３月期第２四半期累計期間及び

平成 28 年３月期通期の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

 

平成 28年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成27年４月１日～平成 27年９月 30日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主 

に帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益

前 回 発 表 予 想           （Ａ） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

14,300 2,510 2,720 1,730 94.26 

今 回 修 正 予 想           （Ｂ） 12,620 2,250 2,520 1,750 100.35 

増  減  額         （Ｂ－Ａ） △1,680 △260 △200 20 － 

増 減 率           （％） △11.7 △10.4 △7.4 1.2 － 

（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成 27 年３月期第２四半期） 

13,195 2,333 2,511 1,536 82.55 

 

 

平成 28年３月期通期 連結業績予想数値の修正（平成27年４月１日～平成 28年３月 31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想           （Ａ） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

30,800 5,910 6,290 3,980 216.84 

今 回 修 正 予 想           （Ｂ） 30,000 5,920 6,330 4,170 243.58 

増  減  額         （Ｂ－Ａ） △800 10 40 190 － 

増 減 率           （％） △2.6 0.2 0.6 4.8 － 

（ご参考）前期実績 
（平成 27 年３月期） 

27,767 5,079 5,407 3,547 193.27 

 

 

 

 



 

平成 28年３月期第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成27年４月１日～平成 27年９月 30日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益

前 回 発 表 予 想           （Ａ） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

9,800 1,043 2,720 2,270 123.68 

今 回 修 正 予 想           （Ｂ） 8,250 790 2,500 2,260 129.60 

増  減  額         （Ｂ－Ａ） △1,550 △253 △220 △10 － 

増 減 率           （％） △15.8 △24.3 △8.1 △0.4 － 

（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成 27 年３月期第２四半期） 

9,077 1,041 2,703 2,264 121.70 

 

 

平成 28年３月期通期 個別業績予想数値の修正（平成27年４月１日～平成 28年３月 31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想           （Ａ） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

21,000 2,730 4,560 3,440 187.42 

今 回 修 正 予 想           （Ｂ） 19,500 2,520 4,390 3,480 203.28 

増  減  額         （Ｂ－Ａ） △1,500 △210 △170 40 － 

増 減 率           （％） △7.1 △7.7 △3.7 1.2 － 

（ご参考）前期実績 
（平成 27 年３月期） 

19,442 2,495 4,315 3,491 190.24 

 

 

２．修正の理由 

当社グループのセグメントのうち、アミューズメント関連事業におきまして、主な販売先であるパチ

ンコ業界は、パチンコ機及びパチスロ機の基準の変更が今後見込まれており、先行き不透明な状況が続

いております。そのため、過度な設備投資を控えるパチンコホールが多く、例年に比べて遊技機の入替

に伴う改装や新規出店による案件が少なかったことから、連結及び個別の売上高は期初の業績予想を下

回る見込みとなりました。競争力のある製品とサービスの提供で過度な価格競争に巻き込まれない販売

活動を展開しました結果、利益率は期初の計画を上回り、経常利益、四半期純利益につきましては、期

初の計画に近い数値となる見込みであります。 

 

 

（注）上記の予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確実な要

素を含んでおります。実際の業績等につきましては今後の様々な要因によって上記業績予想数値

と異なる可能性がありますので、ご承知おき下さい。 

 

以 上 


